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中間期業績予想（連結・単体）の修正に関するお知らせ 

 

平成１８年５月２３日発表の平成１９年３月期（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）の中間期に

おける業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

１．平成１９年３月期中間業績予想（連結）の修正（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

  売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (Ａ) １２４，５００ ６，１００ ２，８００

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) １２５，１００ ７，２００ ３，６００

増 減 額 (Ｂ－Ａ) ６００ １，１００ ８００

増 減 率 (％) ０．５ １８．０ ２８．６

(ご参考)平成18年3月期中間実績 １３０，８０１ ９，３２０ ５，７４２

（金額の単位：百万円） 

 

２．平成１９年３月期中間業績予想（単体）の修正（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日） 

  売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益

前 回 発 表 予 想 (Ａ) ３７，８００ ５，７５０ ３，０００

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) ３６，７００ ５，７００ ２，６００

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △１，１００ △５０ △４００

増 減 率 (％) △２．９ △０．９ △１３．３

(ご参考)平成18年3月期中間実績 ４１，６７４ ７，３１５ ４，２９０

（金額の単位：百万円） 

 

３．修正の理由 

当中間期の連結業績につきましては、流通業が増収となることや、運輸業が当社単体の鉄軌道事業だけでな

く、バス運送業、タクシー運送業など全般として堅調に推移していることなどから、売上高は当初予想を６億

円上回る１，２５１億円となる見込みであります。また、経費など営業費の減少も加わり、経常利益は当初予

想を１１億円上回る７２億円、中間純利益は当初予想を８億円上回る３６億円となる見込みであります。 

当中間期の単体業績につきましては、鉄軌道事業で旅客運輸収入が当初見込みよりも増加しましたが、土地

建物販売事業で当初見込まれていた大口物件の売却が下期へ繰り延べとなったため、売上高は当初予想を１１

億円下回る３６７億円となり、経常利益は５７億円、中間純利益は２６億円となる見込みであります。 

なお、通期の業績予想につきましては、現在集計中につき中間決算発表時にお知らせいたします。 

 

以 上 


